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目      的

岩石磁気学に関する研究の
ため

高緯度電場に関するチャッ
プマシ会議出席および超高
層プラズマ物理学に関する
研究連絡のため

化学における情報科学の研
究のため

電気化学に関するゴー ドン

会議出席および分析化学に
関する研究連絡のため

日食観測および超高層大気
に関する共同研究のため

気象・生物工学における最
近の計算機技術に関する仏
0印共同研究会出席および
ヒマラヤ地域の気象研究の
調査のため

第 6回 国際内分泌学会議出
席および内分泌学に関する
研究連絡のため

銀河の定量解析の研究実施
のため

物理学に関する研究交流の
ため

物理学に関する研究交流の
ため

有機合成化学に関する研究
連絡のため

準安定希ガス原子と気相及
び凝縮相分子間のエネルギ
ー移動過程に関する共同研
究実施および第 8回 オース
チンシンポジウム出席なら
びに化学に関する研究連絡
のため

レーザー分光学に関する調
査研究のため

回転帯構造 と原子核の動力
学についての国際会議出席
および原子核理論に関する
研究のため
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2月 25日 明)の 夕刻、山上会議所で理学部およ

び理学系大学院の留学生、客員研究員を招待し

懇親会が行われた。外国人学生委員野田教授の

歓迎の辞に続いて、理学部長西島教授の「 日本

の天気をなんとかしてほしいといわれても困る

が、できることはなんでもするから云ってほし

△

い……」という話があり、刺身などをさかなに

ビールの杯を傾けつつ歓談が行われ、留学生の

許東俊 (地球物理学)氏の挨拶があって会を閉

じるまで二時間をなごやかにすごした。参会者

は七十名を越えた。

親懇生学留

懇 親 会 場 に て
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